











































































opAC (Online Public Access Catalog )の検索システム
･ -般資料も含む図書館の全資料ではなく､児童資料に限定した検索ができるようにする
･書誌事項や検索項目を子どもの習熟度に合わせた表記にし､理解できるようにする
｢書名｣ ｢著者名｣など複数項目を1つのクエリボックスにより検索できるようにする
･検索できなかった蕩合に次のステップ-とナビゲートする-ルプ機能を設ける
目録データ
｢絵本｣や｢物語｣の件名､ ｢郷土資料｣情報､ lあらすじ｣やF解題｣など内容に関する詳細
情報のデータが必要である
｢読み｣を付与し､原書･原著者名をデータ化して典拠ファイルを作成する
r課題図書｣､ r受賞図番｣など発行後の情報や､アニメーション化､映画化など異なるメディ
アの関連情報をデータ化することが､子どもを資料-と導く手立てとなる¢
分類
･子どもの発想や利用に合わせてNDCを-･部変更することを考えるoただし､成長して一般資料を
利用するときのことを考慮し､将来的にNDCに導いていく方法を考えておく必要がある
･ ｢小説｣やr絵本｣には､対象となる読者のグレード､ ｢推理小説了ファンタジー｣などのジャ
ンルなど､椛虻によらない分類が有効な場合があるG
128　一
このように各図書館では子どもが資料を探す上での有効な方法を複数見出し､それを分類に活かし
ているo　だが､ひとつの資料は書架上の一一箇所にしか配架できないという基本的制約があるため､た
とえ有効な方法が複数あったとしても､その中で一つの方法だけが採用されるということになるoそ
れが児塵資料の分類における最も大きな課題といえるC　だが､日録上では--資料に複数の分類データ
を付与することが可能である｡各図書館の実践から得られた複数の分類方法は､いずれも､子どもの
資料探索行動に対して有効とされる方法であるため､これらを全て活用することができれば､子ども
にとって利便性は大いに高まるはずである｡
第3章　子どものためのコンピュータ日録の課棲解決に向けて
-1Yahoo!きっず｢きっずカテゴリ｣とNDCとの類似性と相違点から一
第l草､第2車で示した課題の糸口を得るため､子ども用の情報ナビゲーションを提供しているデ
ィレクトリ型検索エンジンのYahoolHAPAN Tきっずカテゴリ｣を分析し､ NuCとの比較から児童資料
の組織化の際に参考となるカテゴリと､リンクを用いたナビゲーション･システムについて考察したb
rきっずカテゴリ｣では､子どもの視点や興味をもとにカテゴリを構成しており､いくつもの階層
に同じカテゴリを持つことができる｡それら各カテゴリからはリンク機能によって基軸となる分叛階
層へと噂く構造になっている.このシステムを応用し､基軸をNrX:に置きかえたシステム構築を考え
れば､子どもを図書館の資料-と導く有効な方法となるo　つまり､図書館において子どもを資料へと
導く有効なナビゲーションとして､基軸となる階層をNDCとし､さまざまな階層に設けた複数の分類
区分からリンクによりNDCに導くという方法である.カテゴリには各地の公共図書館が独自に行って
いる複数の分鞍を活かすこともできるoつまり､子どもの視点､興味､発想から成るカテゴリから､
Nix:に導くことで､子どもを知識の体系に導くことができるo換言すれば､凶音館の分類体系に導く
ことにより､あたかも子どもを図書館の書棚-導くようなナビゲ-ションを実現することができるの
である｡
また､いくつもの階層に同じカテゴリを持たせることで､子どものさまざまな発想に対応すること
ができ､物事に対する概念が未だ明確でない子どもに対して､より確実に求める資料-と尊くことが
できるようになる｡さらに､情報の入口となるカテゴリに｢感性語｣を設け､ ｢感性語｣と　r分類(秤
塞)｣を組み合わせることで､子どもを求める資料に近づけることができるようになる｡
この方法を用いれば､検索システムの機能に関する評価基準として挙げられた｢柔軟性｣阜｢多様
生｣という要求に応え､先行研究で示された児童資料の｢目録｣を作成する上での基本条件である｢目
録の構成要素j　となる条件をも満たすことになる｡
第4牽　結論にかえて
児童資料の組織化を推進するための一方法を示すことができた｡しかし､即実践に移すことができ
る訳ではなく､今後これを推進していくためには､まず､各図書館の実践事例を収集し､実践論を共
有していくことからはじめ､図番館間で有用な日録データを共有できる仕組みを作り上げていくこと
からはじめなければならない｡
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輪文車重結果の要旨
情報や資料を利用者の求めに応じて速やかに提供できるように分類･整理し･目録･索引を作成し､適
切に配無するという資料の組織化は,図番館における盈要な任務のJjであるCしかし･現状においては
この取組みは軽視され特に児童凍料の分野でこれまであまり重視されず､また学術的にも十分考察され
てこなかった｡
本論文は､こうした状況を打開するために､とりわけ公共図番鰍こおける児垂資料の組織化の卿犬と課
題を明らかにし､卿七に求められるデジタルネットワークを活用した児療資料への有効なナビゲーション
を提案しようとするものである｡
本論文は､全編5章､序論と4章から成る.
序論では､研究の背景､目的およびその意義を述べている0
第1番では､先行研究を参照し.目録作成にとって有効な創意工夫を収集･整現し･特に4つの基本条
件､ ｢児妻を主体とすること｣､ ｢簡明で児垂の理解に適すること｣､格種の要求に応じ得られるものである
こと｣､ ｢成人用目録の方法と根本は同一歩調であること｣の重要性を指摘している｡これらの認識は･児
童資料の分類･日録の作成のために必要な要件を提示するものであり･実掛こ使用可能な検索システムを
揺案する上で極めて有意義であるo
第2孝では.公共図番館を対象に行ったアンケート調査結果を踏まえ､インターネットしのRB･分類
の事例をもとに実際に有効な具体的方法を論じているoその際･ u録の寮式及び分類の方法において､児
車資料の有益な組織化のために必要なさまざまな工夫や利点を明らかにした｡また児童資料分類において
-磯図書館で採用しているNI)C分類を独郎こ適用していることに著uした点は､単に児竜のための組織
化に限･起されることな( ､児垂から成人へと橋渡しをする方酎二の観点として極めて啓発的な知見である｡
第3額では､児重用資料のデイレクト｣型検索ナビゲーションを提供している｢Yahoo!きっず｣の｢き
っずカテゴリ｣を分析し､ NDCとの比較から児童資料の組織化の際に参考となるカテゴリと､リンクを
用いたナビゲーション･システムについて考察している｡その結果･デジタルネットワ-クの特性を活か
し､児童の理解度に合わせたカテゴリからリンクによって検索目標に到達する･ NDC分頬を基軸にした
ナビゲーション･システムを提案し､その有効性を明示している｡特に･第2章で重要な知見として得た
--一般図番館の分類体系にも応用しうる実効性のあるシステムを提案している点で極めて意義深い｡
終車は､第3章での提知将2草までに明らかにした児童資料の組織化のための要件をいかに解決して
いるか､及び実際にそれを実現するための課題と展望とを述べているら
以上要するに､本論文は､デジタルネットワーク社会にふさわしい児童資料の組織化を詳細な調査･分析､
柴料デ-夕を踏まえ体系的に論じるととともに､その特性を活かし実用的に使用可能な組掛ヒのありかた
を礎寅しており,図書館情報学および情報科学の発展に寄与するところが少なくない｡
よって.本論文は､博士(情報科学)の学位論文として合格と認める｡
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